
支援関係の構築Ⅱ	

　 名嘉　泰　　  那覇市パーソナルサポートセンター	

　　 谷口仁史　    NPOスチューデント・サポート・フェイス	

　 新保美香　    明治学院大学　（コーディネーター）	



１．この講義・演習のねらい	

＜テーマ＞	
　日常生活支援自立、社会生活自立の段階の

人への支援のあり方。	
＜目標＞	
　就労自立の前段階にいる人、すなわちまだ就

労意欲が低い等、就労に向けた準備がほと
んど整っていない段階の人への支援のあり
方について理解する。	



　２．自己紹介（名嘉・谷口・新保）	

１．プロフィール	
	
２．私の好きなこと♪	
	
３．「就労準備支援事業」を	
　　　　　　　　　　　　　　　ひとことであらわすと？	



３．支援のあり方を考える　①	

＜インシデント１＞　	
　　Aさんは30代の男性。１週間後にA社で就労	
　　体験を始めることが決まっている。2週間前に	
　　A社担当者との事前面接は無事終了。しかし、　　	
　　その後、支援員との面接を無断で休み、何度	
　　か電話をするが応答がない状況が続いた。	
　　本日ようやく電話が通じるが「やっぱり自分には	
　　無理。就労体験はキャンセルしたい」とのこと。	



Aさんへの対応は？	

Q1：あなたなら、Aさんにどのように対応しま	
　　  すか？　（電話での対応、その後の対応
等）	



バズセッション	

→Q1に記入した内容を、チームでわかちあって　	
　　ください。	



Aさんへの対応について	

１．名嘉さんだったら…	
	
	
	
２．谷口さんだったら…	



４．支援のあり方を考える　②	

＜インシデント２＞　	
　　Bさんは30代の女性。本人の希望で、「清掃ボラ	
　　ンティア」プログラムに参加。とても熱心に活動	
　　していた。しかし、ある日突然「私はもうこの	
　　活動に参加したくない」とのこと。理由を聞いた	
　　ところ「同じグループで活動するCさんが、自分	
　　にあれこれ厳しく指図するのが辛い。もう、	
　　Cさんとは会いたくないので、就労準備支援	
　　事業の参加自体をやめたい」とのこと。	



Bさんへの対応は？	

Q２：あなたなら、Bさんにどのように対応しま	
　　  すか？　	



バズセッション	

→Q２に記入した内容を、チームでわかちあって　	
　　ください。	



Bさんへの対応について	

１．名嘉さんだったら…	
	
	
	
２．谷口さんだったら…	



５．就労に向けたモチベーションを	
高めるために…	

「支援に生かせる３つのポイント」	
（名嘉さんからのお話）	

　	



３つのポイント	

	
１．「就労準備支援」は「相談支援」	
	
２．多様なプログラムと適切なマッチング	
	
３．根底には「自己肯定感」と「自己有用感」	



１．「就労準備支援」は「相談支援」	
	
　  「相談支援」の要素	
　　　★インテーク	
　　　★アセスメント	
　　　★スクリーニング	
　　　★「支援」そのもの	
　	

　　⇒「就労準備支援」にも全て必要	



２．多様なプログラムと適切なマッチング	
	
　　★日常生活自立	
　　					⇒決まった時間に開始	
　　　		⇒その時々の身だしなみ・服装	
　　　		⇒食事	
　　　		⇒体力づくり　　etc.	
　	
		　★社会生活自立	
　　				⇒他の人と話すこと・聞くこと・伝えること	
										⇒居場所を見つけること・活躍場所を見つけること　　etc.	
						
　　★就労を通した自立	
										⇒福祉と就労の組み合わせ	
　　　	⇒「自分なり」を見つけること　　etc.　	



プログラム例と１日の関わり方	

約３０種類！� 9：00　送 迎	

10：00　講習スタート	
　　　　　日誌記入　(目標設定)	

　　　　　午前ワーク　～休憩	
　　（例：ウォーキング、学び直し、花植え…）　　	

12：00　昼 食	

13：00　午後ワーク　～休憩	
　　　（例：協働ゲーム、企業見学、職場体験…）	

14：45　日誌記入　(振り返り）	

15：00～　送 迎	

毎⽇、モーニングコール！�
送迎中は情報の宝庫♡�

参加者もスタッフもリラックス〜♪�
タバコ、雑談、将棋、居眠り・・・�

ワークの反応を聞くチャンス！�
疲れ具合も⾒える！�

プログラム例	 1日の関わり方	



【目指す支援像】	
	

⽣ 活 困 窮 度 �

個⼈の状況に応じて、�
それぞれの⽀援機関と連携する�

就
労
へ
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距
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 ⇒相談⽀援が基本�
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連携	
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⽣活保護の就労⽀援�

就労訓練�
（中間就労）�

就労準備�

⽣活困窮者の就労⽀援�

就労困難者の就労⽀援�

無料職業紹介�

就労定着�
⽀援�HW等による

就労⽀援�

⇒伴⾛型⽀援が理想�



3．根底には「自己肯定感」と「自己有用感」	
	
					★他者からの後押し	
　　★少しずつの手応え	
　　★他者からの反応	
　　★他者からの感謝	
　	
　　　　　　　　⇒それが内面化されていく	
	
　　　　　　　　　　 「私は受け容れられている」	
　　　　　　　　　　　　「私はここにいていい」	
　　　　　　　　　　　　「私がやることを喜んでくれている」	
　　　　　　　　　　　　「私にもできることがある」	



＜バスセッション＞	

　名嘉さんのお話の中での「気づき」をチームで	
　わかちあってください。	



６．就労に向けたモチベーションを	
高めるために…	

「支援に生かせる３つのポイント」	
（谷口さんからのお話）	

　	



３つのポイント	

	
１.腹が減っては戦ができず！『欲求階層説』にみる
課題解決のプロセス	

	
2.「誇り」を持って働く職業人との出会いを通じた「は
たらく」意識の改革	

	
3.「シェイピング」の観点を組み入れた事前準備によ
る「アドバンテージ」の確保	



１.腹が減っては戦ができず！�
『欲求階層説』にみる課題解決のプロセス�

アウトリーチ（訪問支援）と重層的な支援ネットワークを�
活用した多面的アプローチ�

�
�

～社会的孤立・排除を生まない総合的な支援体制の確立に向けて～�
�
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実生活上の問題を抱える当事者は「依存」からの脱却に困難が伴う場合が多い�
�
�

～対人トラブル等をきっかけに引きこもり状態に移行したケースを通じてネット依存からの脱却に向けた困難と留意点を考える～�

※「①、②までは欠乏欲求といい、欠乏するとその欲求が強くなる」・・・『発達心理学用語集』同文書院	

⑤自己実現の欲求	
（能力や個性等を発揮して	

自己の成長を図りたいなど）	

④自尊の欲求	
（価値のある存在だと認められたいなど）	

③所属と愛情の欲求	
（「社会的」、「親和」と訳される場合も。他者に

愛されたい、仲間や集団が欲しいなど）	

②安全の欲求	
（危険を回避し心身の安全を確保したい）	

①生理的欲求	
（食事、排泄、睡眠など）	

A.H.マズロー「欲求階層説」	 引きこもる当事者	

孤立・孤独感	
（誰も理解してくれないと孤立感を抱いている者も	
少なくない。言動は真逆でも他者とのつながりを	

求めている場合が多く、孤独ゆえの辛さを感じている。）	

自尊心の低さ	
（対人トラブルや挫折等から生じる自信喪失や	

いじめ被害や社会的な遅れ等から来る劣等感など、	
認知的特性も否定的なものになりがち。）	

劣等感、無力感等	
（理想と現実のギャップからくる苦しみ、	

無力感、社会的な遅れ等から来る劣等感などを	
抱えている場合も少なくない。長期化したケース	

では諦めや絶望感を抱いている当事者も。）	

実生活上の困難	
（いじめ被害、挫折、対人トラブル等から	

過度のストレスを抱え回避行動をとった状態）	

オンラインゲーム	

チャット、メール、SNS等	
（リスクを伴う直接的な対人接触がない状況で、選択的（排除すること

も可能）に人間関係を構築できる。24時間世界が開放されており、
チャット等のコミュニケーション手段も充実し孤独を感じさせない。）	

ランキング、レベル、称号等	
（無料で時間をかければ一定のレベル・地位まで上がれるものの、

その後は射幸心を煽るものが多く、次の段階のレベル・地位にた
どり着くには課金システム等を利用する必要がある。）	

対戦、チームプレイ、足跡等	
（ゲーム単体でも十分な魅力があり、プレイ中は実生活上の困

難等から解放される。また、興味関心、趣味の世界で、同じ価値
観を持つプレイヤーとの関わりが持て、ストレスを感じにくい状

態でかつ、労力を使わずとも一定の仲間形成が行える。）	

アバター、種族、職業等	
（パーツやアイテム等組み合わせで唯一無二のキャラが作成でき、能

力等の特性や職業についても選択できる。自分の家や町が作れるも
のもあり、ゲーム上ではあるが経済的、社会的な仕組みが成り立って

いる。現実の物品に変換するなど実社会とリンクするものも。）	

マズローの欲求階層説と引きこもる当事者、オンラインゲームの特性からの敢えての考察�

人間の心理的、社会的特性等を勘案し「ハマる」ように作り込まれていることが前提�

実生活上の困難や背景要因へ配慮がない状況で対象から隔離する方法は極めてリスクが高い�

実生活上に困難を抱える当事者は逃避的な心理からより深刻な依存状態に陥り易い�

深刻なケースでは躁鬱病や発達障害等で医療的ケアが必要なケースもあることに留意�

「ネット依存」を単体で捉え物理的な隔離の下で脱却させることができるのはあくまでも深刻化、複雑化していないケース�

依存に至るきっかけ、経緯、背景要因等を含むアセスメントとトータルケアが重要�



○対人関係○
Level１ 対人恐怖等を抱え、他者への警戒心、拒絶感が強く接触が全くできない状態にある。
Level２ 他者への警戒心、拒絶感が強い状態であるが、特定の人間であれば接触が可能である。
Level３ 個別での対人接触は可能であるが、強い苦手意識があり、コミュニケーションが不全である。
Level４ 小集団での対人接触が可能で、一定の枠組の下でのコミュニケーションは可能である。
Level５ 集団での対人接触が可能で、日常的なコミュニケーションをとることができる。
○メンタル○
Level１ 精神疾患を有する状態で、重度の幻覚・妄想や自殺企図があり、自傷他害のリスクが高い。
Level２ 精神疾患を有する状態で、投薬等によって症状が抑えられているが自傷他害のリスクがある。
Level３ 精神疾患もしくは境界領域で、ある程度の自制が可能で条件次第で限定的に社会参加ができる。
Level４ 精神的に不安定であるものの、助言等で自制が可能な状態で一般的な社会参加が可能である。
Level５ 精神的に安定しており、社会生活を営む上での支障がない。
○ストレス○
Level１ ストレス耐性が脆弱で、些細なストレスでも心身に影響が生じるため、社会生活が送れない。
Level２ ストレス耐性が弱く、しばしば心身への影響が認められ、社会生活を営む上での困難がある。
Level３ ストレス耐性は中程度で、一定のストレスが溜まることで時折、社会生活に支障が出ている。
Level４ ストレス耐性が比較的強く、助言等があれば自制が可能で、一般的な社会生活が送れる。
Level５ ストレス耐性が強く、自制が可能で社会生活を営む上で支障がない。
○思考○
Level１ 全てにおいて悲観的・否定的な考え方で、客観的な意見を受け入れられず自制もできない。
Level２ 悲観的・否定的な思考で、自制はできないが時として客観的な意見を受容することができる。
Level３ 悲観的・否定的思考傾向にあるが、助言等を受け入れ、ある程度の自制が可能な状態にある。
Level４ 一般的な思考傾向にあり、助言等によって物事を合理的に考え、自制が可能な状態にある。
Level５ 一般的な思考傾向にあり、自ら物事を柔軟に捉えたり、合理的に考えることができる。
○環境○
Level１ 虐待やDV、不法行為等の深刻な問題が存在し、行政による緊急介入が必要な状態にある。
Level２ 家庭内暴力や家族間の対立等の問題が存在し、家族機能が著しく低下した状態にある。
Level３ 家族間の不和等の家族問題が存在し、家族機能が低下した状態にある。
Level４ 家族問題が存在するものの、家族機能がある程度保たれている。
Level５ 一般的な家庭環境で、家族機能が健全に保たれた状態にある。

対人、メンタル、ストレス、思考、環境の状態改善が自立に向けた基盤、土台�

Level 1～2が一項目でもある場合、長期化・深刻化する危険性が高い�

「受容」中心の関わりのみで自己回復できるケースと状態が悪化し�
深刻化・長期化するケースはどういった条件によって左右されているのか？�

個人的資質や感覚、経験則に基づく支援ではなくエビデンスに基づいた根拠ある支援の展開が重要�

複数分野の専門家によるチーム対応を実現するには「共通言語」として簡易的アセスメント指標が必須�

12万件超の相談実績から見えてきたアセスメント指標「Five Different Positions」�
�

～「来ること」を前提とした施設型支援では見えづらい支援対象者が抱える背景要因を含めた総合的なアセスメント～�

≪単なる学習支援、職業訓練等スキル的な支援では継続的な就学や就職につながらない場合も！≫	
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ストレス耐性に着眼した中間的なトレーニングメニューの実例�
～社会的孤立からの脱却、個別対応から小集団活動、集団活動、社会参加への段階的移行～�

①オーダーメイドの個別プログラム�

本人が「楽しい」と思える興味関心に沿った内容（最小限）�

興味関心、趣味、性格、相性等を総合的に判断しマッチング�
安全と安心が確保された小集団の形成�

②集団活動への段階的移行による適応性の向上�

支援コーディネーターによる実践的なSST「楽しみながら」の原則�

「移行」「分散」「離脱化」による「つながり」の強化�

依存を生まない展開による人間関係の適正化�

社会貢献活動等を通じた就労体験事業�

自己有用感の向上等より効果的な自立支援�

③「興味関心」から「実用的プログラムへの転換」�
復学・社会参加等の効果的促進�
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アウトリーチを用いたネットワーク活用型の支援によって多面的に支援する�

複合的な問題を抱えるケースは従来型の縦割り的な対応では自立が達成できない�

職業的な自立を達成するためにはキャリア面だけでなく背景問題にも目を向ける必要がある�
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アウトリーチを用いたネットワーク活用型の支援によって多面的に支援する�

困難の度合いによってはキャリアアップを含め複数年にわたる長期ビジョンが重要�

複数の困難が混在する場合の家族問題の解決には特に専門機関間での綿密な連携が必須�
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2.「誇り」を持って働く職業人との出会いを�
通じた「はたらく」意識の改革�

アウトリーチ（訪問支援）と重層的な支援ネットワークを�
活用した多面的アプローチ�

�
�

～社会的孤立・排除を生まない総合的な支援体制の確立に向けて～�
�
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生活困窮者自立支援法に係るモデル事業の段階から実施する就労準備支援事業 �
�

～若年無業者の就労支援で高い実績を収めている「選択型」「オーダーメイド型」の支援メニューの活用～�
【佐賀市】「選択型」「オーダーメイド型」の就労準備支援事業の実施

○ 佐賀市は、 自立相談支援事業、 就労準備支援事業、 就労訓練事業の推進等のモデル事業を一括してNPO法人NPOスチューデ
ント ・ サポート ・ フェ イスに委託。
○ NPOスチューデント ・ サポート ・ フェ イスは、 これまで地域若者サポート ステーショ ン事業を実施してきた経験を活かし 、
対象者の状態や興味・ 関心に沿った「 選択型」 「 オーダーメ イド 型」 の就労準備支援事業を実施。
○ 支援の質的・ 量的調整を柔軟に行う ことができるプログラムとすることで、 多様な状態の対象者を受け入れを可能とすると
ともに、 効果的な支援を実施。

就労準備⽀援事業の１⽉のプログラム

【⽀援内容】
（１） 初期段階の支援（生活自立支援訓練）

・ 通所による生活習慣などの改善、臨床心理士との面談、定期面談による
目標設定と振り返り等によって、健康・生活管理に関する意識の醸成を図る。

（２） 第２段階の支援（社会自立支援訓練）

・ 就労の前段階として、コミュニケーション実習、自己分析実習、ボランティ
ア活動への参加等を通じて、社会参加能力の取得を目指す。

（３） 最終段階の支援（就労自立支援訓練）

・ 面接訓練、ビジネスマナー訓練、パソコン研修、キャリアコンサルタントに
よる相談支援、職場体験、ハローワーク等の利用に関する助言等を行うこと
で、就労に向けた自覚を喚起させ、求職活動に向けた準備を目指す。

【⽀援期間】
初期・第２段階から開始→１年以内、 最終段階から開始→６か月以内

【利⽤料・費⽤】
無料。ただし、食事代・交通費等の実費を徴収する場合あり。

【災害時の補償】
来所中またはスタッフと移動中・作業中の事故や怪我については保険金・
見舞金等（通院１万円～、入院２万円～、死亡５０万円等）で対応。

【⼯賃】
基本的に支払いなし（内職などで工賃が発生する場合は、事前に説明）。

土・日・祝日を除き、ほぼ毎日複数のメニューを用意し、その中か
ら個々の利用者のニーズに合ったものを選択・実施。

※出典：厚労省モデル事業推進検討会資料１（一部改訂）	

【佐賀市】「選択型」「オーダーメイド型」の就労準備支援事業の実施

○ 佐賀市は、 自立相談支援事業、 就労準備支援事業、 就労訓練事業の推進等のモデル事業を一括してNPO法人NPOスチューデ
ント ・ サポート ・ フェ イスに委託。
○ NPOスチューデント ・ サポート ・ フェ イスは、 これまで地域若者サポート ステーショ ン事業を実施してきた経験を活かし 、
対象者の状態や興味・ 関心に沿った「 選択型」 「 オーダーメ イド 型」 の就労準備支援事業を実施。
○ 支援の質的・ 量的調整を柔軟に行う ことができるプログラムとすることで、 多様な状態の対象者を受け入れを可能とすると
ともに、 効果的な支援を実施。

就労準備⽀援事業の１⽉のプログラム

【⽀援内容】
（１） 初期段階の支援（生活自立支援訓練）

・ 通所による生活習慣などの改善、臨床心理士との面談、定期面談による
目標設定と振り返り等によって、健康・生活管理に関する意識の醸成を図る。

（２） 第２段階の支援（社会自立支援訓練）

・ 就労の前段階として、コミュニケーション実習、自己分析実習、ボランティ
ア活動への参加等を通じて、社会参加能力の取得を目指す。

（３） 最終段階の支援（就労自立支援訓練）

・ 面接訓練、ビジネスマナー訓練、パソコン研修、キャリアコンサルタントに
よる相談支援、職場体験、ハローワーク等の利用に関する助言等を行うこと
で、就労に向けた自覚を喚起させ、求職活動に向けた準備を目指す。

【⽀援期間】
初期・第２段階から開始→１年以内、 最終段階から開始→６か月以内

【利⽤料・費⽤】
無料。ただし、食事代・交通費等の実費を徴収する場合あり。

【災害時の補償】
来所中またはスタッフと移動中・作業中の事故や怪我については保険金・
見舞金等（通院１万円～、入院２万円～、死亡５０万円等）で対応。

【⼯賃】
基本的に支払いなし（内職などで工賃が発生する場合は、事前に説明）。

土・日・祝日を除き、ほぼ毎日複数のメニューを用意し、その中か
ら個々の利用者のニーズに合ったものを選択・実施。

【佐賀市】「選択型」「オーダーメイド型」の就労準備支援事業の実施

○ 佐賀市は、 自立相談支援事業、 就労準備支援事業、 就労訓練事業の推進等のモデル事業を一括してNPO法人NPOスチューデ
ント ・ サポート ・ フェ イスに委託。
○ NPOスチューデント ・ サポート ・ フェ イスは、 これまで地域若者サポート ステーショ ン事業を実施してきた経験を活かし 、
対象者の状態や興味・ 関心に沿った「 選択型」 「 オーダーメ イド 型」 の就労準備支援事業を実施。
○ 支援の質的・ 量的調整を柔軟に行う ことができるプログラムとすることで、 多様な状態の対象者を受け入れを可能とすると
ともに、 効果的な支援を実施。

就労準備⽀援事業の１⽉のプログラム

【⽀援内容】
（１） 初期段階の支援（生活自立支援訓練）

・ 通所による生活習慣などの改善、臨床心理士との面談、定期面談による
目標設定と振り返り等によって、健康・生活管理に関する意識の醸成を図る。

（２） 第２段階の支援（社会自立支援訓練）

・ 就労の前段階として、コミュニケーション実習、自己分析実習、ボランティ
ア活動への参加等を通じて、社会参加能力の取得を目指す。

（３） 最終段階の支援（就労自立支援訓練）

・ 面接訓練、ビジネスマナー訓練、パソコン研修、キャリアコンサルタントに
よる相談支援、職場体験、ハローワーク等の利用に関する助言等を行うこと
で、就労に向けた自覚を喚起させ、求職活動に向けた準備を目指す。

【⽀援期間】
初期・第２段階から開始→１年以内、 最終段階から開始→６か月以内

【利⽤料・費⽤】
無料。ただし、食事代・交通費等の実費を徴収する場合あり。

【災害時の補償】
来所中またはスタッフと移動中・作業中の事故や怪我については保険金・
見舞金等（通院１万円～、入院２万円～、死亡５０万円等）で対応。

【⼯賃】
基本的に支払いなし（内職などで工賃が発生する場合は、事前に説明）。

土・日・祝日を除き、ほぼ毎日複数のメニューを用意し、その中か
ら個々の利用者のニーズに合ったものを選択・実施。

NPO活動総合保険（第3者賠償は2億円まで）に加入�

支援員は認知行動療法の応用的活用を意識�

※説明はH26年度のもの	
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生活困窮者自立支援法に係るモデル事業の段階から実施する就労準備支援事業 �
�

～当事者の自尊心、自己肯定感を効果的に高めるための社会貢献活動を中心としたプログラムの組み立て～�

ご み 拾 い ボ ラ ン テ ィ ア

道路や公園、河川などにはたくさんのごみがポイ捨てされています。空き⽸やペットボトル、
たばこの吸い殻などのごみを拾って、佐賀の街をきれいにしようという活動です。

◎活動の目的
・ その場をきれいに保ち、 自分たちや周辺住民、 来訪者が気持ちよく 過ごせる状態にする
・ リサイクル可能な資源を回収する
・ 参加者自身やごみ拾いを見た人たちへのマナー啓発
・ ごみのない環境を保つことでごみを捨てにく い状況を創出する
・ 動植物や河川などの自然をごみの汚染から守る
・ 活動を通して交流を図る など

【 活動の内容】
・ 空き缶やたばこの吸い殻など、 ポイ捨てされているごみを
拾って回る

・ 回収したごみを、 リサイクルが可能なものと 、 そう でない
もので分別する

【 用意するもの】
・ 特に活動に必要な道具はありません
・ 軍手や火ばさみ、 ごみ袋はスタッ フが用意します

※暑く なってく るので、 タオル・ 帽子・ 飲み物は各自持参して
下さい

※また、 屋外での活動なので、 動きやすい服装が良いでしょ う

【 活動日時】
・ 月1回
・ 第１ 火曜日（ 10: 30~ 12 : 00）

【 活動場所】
・ サポステ周辺（ アーケード 、 駐車場など）

【 活動の流れ】
〈 集合 → 説明 → 活動 → 振り返り 〉

・ 軍手、 ごみ袋、 火ばさみを配り 、
ごみ拾い実施の時間と活動範囲、 ごみの分別の方法の説明を行う
・ ごみ拾い活動
・ 資源ごみを缶・ びん・ ペッ ト ボト ルに再分別
・ 活動終了後、 スタ ッ フと参加者全員で振り返りを行う

さがユースフルボランティア

『 ごみ拾い』 には
色々な効果があります！

例えばこのよう なことが…

それじゃあ、
まだまだごみ
拾いも頑張ら
なく ちゃいけ
ませんね！

最近ポイ捨てが
多く なっている
みたいですね…

あっ…ごみ拾い
やってる！
僕もこれからは
ポイ捨てしない
よう にしよう ！
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種から花を育てて、その後も⽔やりや除草など花のお世話をして
地域の美化と活性化に協⼒する活動です。

花 づ く り ボ ラ ン テ ィ ア

【 活動時間】
・ 月1回
・ 第3火曜日(10 : 30~ 12 : 00）

【 活動場所】

・ サポステの近く の公園

【 活動の内容】
・ 種まき
→ 表面のウッ ド チッ プをどけて、 土の中（ 浅く ） に植えます
※春・ 夏・ 秋・ 冬で、 季節に適した花の種を植えて育てます
・ 水やり
→ すぐ近く の小川から水を汲んで、 水をやります
・ 除草

→ 雑草は花の成長の邪魔をするので、 定期的に草取りをします

【 必要なもの】
・ タオル、 飲み物
・ 花の種や軍手、 シャベルなどの道具はスタッ フが用意します

※暑く なってく るので、 タオル・ 帽子・ 飲み物は各自持参して
下さい
※また、 屋外での活動なので、 動きやすい服装が良いでしょ う

【 活動の流れ】
〈 集合 → 説明 → 活動 → 振り返り 〉
・ その日の活動内容の詳細を説明する
・ 軍手、 シャベルなど道具を配り 、 活動の時間と場所を説明して移動
・ 花づく り活動
・ 活動終了後、 スタ ッ フと参加者全員で振り返りを行う

◎活動の目的
・ 地域の美化、 活性化
・ 花を育てることの難しさ 、 楽しさを知る
・ 活動の継続性や向上性
・ 公共性や地域に向けた場所での活動
・ 活動を通して、 メ ンバーとの交流を図る など

『 花づく り 』 を通して、
色々な変化が期待できます！

さがユースフルボランティア

花が咲いたら街が
明るく なったね♪

花が咲いてる！
たばこのポイ捨て
なんかしちゃいけ
ないな…

6 2

求⼈（タウンワーク）更新ボランティア

タウンワークなどの求⼈情報誌を、⾊々な⼈が⾒やすいように
『切り貼り』『書き込み』『掲⽰』を⾏うボランティアです。

※ただ何となく 活動するのではなく 、 興味のある
仕事のことなどについて話し合いながら活動しまし ょ う

◎活動の目的
・ 他の人たちも見る、 という ことを考えて作成する
・ 求人情報に関心を持ち、 色々な仕事を知る
・ 求人情報を通して、 自分が興味のある仕事、 職種に気づく ことが出来る など

【 活動の内容】
・ 用意された求人情報を決められた大きさに切る
・ 切り終わった求人情報を決められた場所に貼る
・ 仕事内容や勤務地などの大事なポイント を見や
すいよう に書き込む

【 必要なもの】
・ 特に必要なものはありません
・ 求人情報やはさみ、 のり 、 ペンなどの道具はスタッ フが用意します

【 活動の流れ】
〈 集合 → 説明 → 活動 → 振り返り 〉
・ はさみ、 のり 、 ペンなどの道具を配り
活動内容の詳細とテーマ、 活動時間の説明を行う
・ 求人情報更新活動
・ 活動終了後、 スタ ッ フと参加者全員で振り返りを行う

【 活動時間】
・ 週1回
・ 毎週火曜日（ 13: 00~ 14 : 30）

【 活動場所】
・ サポステ内（ コネクショ ンズ・ スペース）

僕は介護の仕
事に興味があ
るんだよね

私はコンビニか
スーパーのアル
バイト から始め
てみよう かな？

へぇ 、 こんなアルバイト
もあるんだ

例えば、 このよう な感じ…

活動中は自由に話し合い
ながらやりまし ょ う

新しい求人
情報だ！
応募してみ
よう かな？

他の人達にとって
も役に立ちます

さがユースフルボランティア
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《⽇時》第２木曜日 １４：００～ （1,2時間程度）
《場所》佐賀リハビリテーション病院（集合場所：サポステ）
《⽅法》
・車椅子清掃マニュアルを参考にサポステスタッフ、ボランティアに参
加する人と協力して行います。
・A,Bの２班に分かれ活動を行います。
・清掃を行う場所は主に“１階ロビー部分、２、３階病棟”になります。

病院に出向き患者さんが使われている車椅子を清掃するボランティアです。

《⽬的》
・ボランティア参加者と共に協力し、学び合いながら活動する
・様々な人々と出会い、ふれあい、つながりをもち社会の一員と
しての実感を持つ。
・目の前の課題に対し、何が必要なのか、改善のためにどうすれば
よいのかを考える
・ボランティア活動を通して、多様な価値観を認識する。

Ｌ。約 束 事 項
・病院という場にふさわしい身なりをしましょう
・様々な人がいる場所なので、きちんと挨拶
しましょう。
・一人ひとり、責任をもって活動しましょう。
・きついときは無理をせずに、他の人と協力
しながら活動しましょう。

各⾃準備するもの

・タオル（汗拭き等）
・飲み物
・活動しやすい服装

（ただし病院である
ことを考慮する）

62
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「認知行動療法」と「職親制度」を活用したジョブトレ�
～認知的な偏りを修正するための「必要経験」にターゲットを絞りプログラム化する！～�

配慮のない体験は苦手意識やトラウマを強めるリスクが高い�

「最初から答えを与えても効果は薄い！」「経験を伴いながら段階的に変化を！」�

【主な協力事業主（過去協力頂いた事業所含む）】地方独立行政法人　佐賀県医療センター　好生館、医療法人　智仁会　佐賀リハビリテーション病院、佐賀新聞武雄販売所、社会福祉法人　椎原寿恵会、株
式会社　ライフコンプリート、アバンセ　（佐賀県立男女共同参画センター・佐賀県立生涯学習センター）、La	Chica	SHERRY	DINING、NPO法人　佐賀県CSO推進機構６５６広場事務所、まんまる実柑（Ｃａｆｅ＆菓子）、

あん梅（飲食店）、ゆたか食堂、小麦工房（小さな家）、花琳（軽食喫茶）、食堂大藤、レモングラスハウス、（株）恵比須堂、認定ＮＰＯ法人　たすけあい佐賀　まちなかカフェ　よってこ十間堀、ＢＡＲ　ＹＡＭＡＺＡＫ

Ｉ、自家焙煎珈琲　ＴａＯ、認定ＮＰＯ法人たすけあい佐賀　ＴＯＪＩＮ茶屋、サイクルセンター七田、株式会社　ソアー、イオン九州株式会社　イオンスーパーセンター佐賀店、イオン九州株式会社　イオンモール佐

賀大和店、森田物産株式会社、イオン九州株式会社　イオン江北店、（有）　しげやす、（有）ビデオハウスファンタジー、キャリアアップスクール　有限会社イー・ニーズ　パソコン教室ひまわり、さがユースフルボ

ランティア、特定非営利活動法人　ステップ・ワーカーズ、佐賀県立宇宙科学館、ⅰスクエア　(市民活動プラザ)、ＣＳＯ支援オフィス　情報交流センター　あすとプラザ、（株）下工務店、前田建設（有）、特定非営
利活動法人　循環型たてもの研究塾、（株）松尾建設、黒髪塗装、共栄（株）（道路整備）、熊川工業、栗原建築（株）、佐賀中央法律事務所、ＣＰサロン　Ｂｉｒｔｈ、髪Oasisみつたけ、ホテル春慶屋、武雄温泉楼門

亭、（有）久保工業、しおり窯、株式会社　戸上電機製作所、岳心庵　矢鋪輿左衛門窯、株式会社原口工業　七ツ島工場　(造船)、ＮＰＯ法人アニマルウイング、農家、株式会社　石動農産、原崎農場、ななえさ

ん農場（トマト、キュウリ）、カモファーム(農業)、（有）青木製茶、農家（チンゲン菜）、シイタケ栽培、武雄温泉物産館、ダスキン武雄店、篠田整形病院・コスモス、ﾕﾉｷ理容、株式会社　戸上化成、旧佐賀銀行唐

津支店、武内・若木新聞販売店、匠楽の会　（特定非営利活動法人　循環型たてもの研究塾）株式会社　戸上メタリックス、鍋島緞通　ギャラリー緞他多数。	

飲食業

伝統工芸

社会貢献 サービス業 介護・福祉

医療

卸売・小売業

建築・建設業

H18年の運用開始以来
120か所を超える様々な事業所等が協力
※図は主な受け入れ先を例示、一部イメージ写真有（H27年1月現在）

S.S.F.と共に若者達を支える
佐賀県の理解ある事業主「職親」

製造業 販売・配達農業・畜産業・漁業

宿泊・観光業

教育・専門学校

映像・造園・その他
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3.「シェイピング」の観点を組み入れた�
事前準備による「アドバンテージ」の確保�

アウトリーチ（訪問支援）と重層的な支援ネットワークを�
活用した多面的アプローチ�

�
�

～社会的孤立・排除を生まない総合的な支援体制の確立に向けて～�
�
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就労支援を行う上で考慮すべきストレス要因�
～就労意欲を失った当事者が再び意欲を取り戻すために必要な配慮～�

職場環境	
役割上の葛藤、不明確さ	
人間関係、対人責任性	
仕事のコントロール	
仕事の量的負荷と変動性	
仕事の将来性不安	
仕事の要求に対する認識	
不充分な技術活用	
交代制勤務	

年齢、性別	
結婚生活の状況	
雇用保証期間	
職種（肩書）	
性格（タイプA）	
自己評価（自尊心）	

心理的反応	
　・仕事への不満	
　・抑うつ	
生理的反応	
　・身体的訴え	
行動化	
　・事故	
　・薬物使用	
　・病気欠勤	

仕事に基づく心身の障害	
医師の診断による問題（障害）	

職場のストレス要因	

個人的要因	

急性のストレス反応	

疾病	

家族、家庭からの要求	

緩衝要因	

社会的支援（上司、同僚、家族）	

仕事以外の要因	

NIOSHの職業性ストレスモデル�
【National	Institute	for	Occupational	

Safety	and	Health	（米国立労働安全衛生研究所)】�
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就労支援を行う上で考慮すべきストレス要因�
～就労意欲を失った当事者が再び意欲を取り戻すために必要な配慮～�

平成24年　労働者健康状況調査（厚生労働省）�

0 10 20 30 40 50 60

１．仕事の質の問題

２．仕事の量の問題

３．仕事への適性の問題

４．職場の人間関係の問題

５．昇進、昇給の問題

６．配置転換の問題

７．雇用の安定性の問題

８．会社の将来性の問題

９．定年後の仕事、老後の問題

１０．自己や災害の経験

１１．その他

（％）

仕事や職業⽣活に関する強い不安、悩み、ストレスの内容（男⼥別）

男性

女性

①仕事の

質の問題

②仕事の

量の問題

③仕事へ

の適性の

問題

④職場の

人間関係

の問題

⑤昇進、

昇給の問

題

⑥配置転

換の問題

⑦雇用の

安定性の

問題

⑧会社の

将来性の

問題

⑨定年後

の仕事、

老後の問

⑩自己や

災害の経

験

⑪その他

男性 34.9 33 19.6 35.2 23.2 8.7 12.8 29.1 22.4 2.3 6
⼥性 30.9 27 21 48.6 13.7 8.3 18.7 15 19.6 1.9 11

仕事や職業生活に関する強い不安、悩み、ストレスの内容
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就労支援を行う上で考慮すべきストレス要因�
～就労意欲を失った当事者が再び意欲を取り戻すために必要な配慮～�

平成24年　労働者健康状況調査（厚生労働省）�

0 10 20 30 40 50 60 70

①仕事の質の問題

②仕事の量の問題

③仕事への適性の問題

④職場の人間関係の問題

⑤昇進、昇給の問題

⑥配置転換の問題

⑦雇用の安定性の問題

⑧会社の将来性の問題

⑨定年後の仕事、老後の問題

⑩自己や災害の経験

⑪その他

（%）

仕事や職業⽣活に関する強い不安、悩み、ストレスの内容(就業形態別）

a.正社員

b.契約社員

c.パートタイム労働者

d.派遣労働者

e.臨時・日雇労働者

①仕事の

質の問題

②仕事の

量の問題

③仕事へ

の適性の

問題

④職場の

人間関係

の問題

⑤昇進、

昇給の問

題

⑥配置転

換の問題

⑦雇用の

安定性の

問題

⑧会社の

将来性の

問題

⑨定年後

の仕事、

老後の問

題

⑩自己や

災害の経

験

⑪その他

a.正社員 35 32.9 20.8 37.9 21.3 10.1 9.7 26.5 21.4 1.9 7.7

b.契約社員 26.4 25.8 21.2 40.4 18.7 2.2 44.2 12 29.4 4.2 8.5

c.パートタイム労働者 28.1 20.5 13.6 64.1 6.2 5.7 20.6 10.5 13.6 1.7 11

d.派遣労働者 27.1 13 35.7 37.3 9.6 0 60.4 3.8 15.7 1.7 7.1

e.臨時・⽇雇労働者 0 31.3 25.5 41.8 0.2 1 34.7 37.8 34 8.4 26.7

仕事や職業生活に関する強い不安、悩み、ストレスの内容
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職場への不安感が強い若者に対して支援員ができること�
�

～ストレス要因に着眼した事前準備を行うことで心に余裕を生み定着可能性を高める～�

①ファミレスなどの接客関係	

④販売や保険などの営業関係	

③経理や事務関係	

②建設や工事現場等建設業関係	

⑤配送や引っ越しなど運輸関係	

各職種だけでなく各現場で異なる価値観や慣習等「文化」に着眼した助言も効果的！�

各職種における就職の際、事前に準備できることを考察する！�

本人の状態によっては、多く
を語り過ぎたり、否定的な内

容に偏るとより不安感が	
強まるリスクがあるので	

注意してね！	

「職場あるある」的に大変だけ
ど「準備すれば何とかなる」と
いった本人がポジティブに考

えられる範囲でまずは	
共有してみよう！	

事前に学んだりシミュレーションを行うことで不安感を和らげ現場でのアドバンテージを作る！�
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＜バスセッション＞	

　谷口さんのお話の中での「気づき」をチームで	
　わかちあってください。	



７．まとめ	

１．名嘉さんからのメッセージ	
	
	
２．谷口さんからのメッセージ	
	
	
３．まとめ（新保）	


